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2-1　土石流対策の重点化
　　土石流は、渓流に堆積している土砂が水とともに流出する現象であるため、発生側の地形・地質等を【災害発生の危険度】として評価、災害が発生した際の、影響の大きさを被害想定区域に含まれる保全対象施設で【災害発生時の影響】として評価する。
また、地区版ハザードマップの作成や避難訓練の実施等、地元の取組みを一定評　　　　価し、施設整備箇所を重点化し実施する。
　　　
　　
1 【災害発生の危険度】の評価の考え方
「渓床勾配１５°地点より上流の流域面積」、「渓流の平均渓床勾配、堆積土砂厚」、「山腹斜面の地質の状況」や「山腹斜面における常時湧水箇所の有無」、「大きな崩壊履歴の有無」、「新しい亀裂か滑落崖の有無」、「常時流水の有無」、「裸地の存在と流域面積率が１０％以上か」、「谷出口の堆積状況の有無」を、表参2-1により評価し、対象渓流の危険度を４ランクに分類する。
表参2-1　【災害発生の危険度】評点一覧表
	項　　目
	評価基準
	評点

	発生流域面積
（渓床勾配15°地点より上流の流域面積）
	５ｈａ以上
	５

	
	３～５ｈａ未満
	４

	
	３ｈａ未満
	３

	平均渓床勾配
（土石流氾濫開始点）
	１５°以上
	５

	
	１０°～１５°
	３

	堆積土砂厚の平均
（渓床勾配10°以上での各断面の最深堆積土砂厚）
	２ｍ以上
	５

	
	０．３～２．０ｍ未満
	３

	地質の状況
（山腹斜面）
	風化花崗岩（マサ）
	３

	
	崩壊土層、火山岩、風化岩、破砕帯
	２

	
	表土層が特に発達、第三紀・四紀層
	１

	地形の状況①
（山腹斜面における常時湧水箇所の有無）
	常時湧水がある
	２

	地形の状況②
（1000㎡/1か所以上の
崩壊履歴）
	大きな崩壊履歴がある
	２

	地形の状況③（亀裂）
	新しい亀裂か滑落崖がある
	３

	地形の状況④（流水）
	常時流水がある
	１

	地形の状況⑤
（裸地の存在と流域面積率）
	地被状況10％以上
	３

	地形の状況⑥
（谷出口の堆積状況）
	有り
	１


　

	
４
	１８点以上

	３
	１４～１７点

	２
	１０～１３点

	１
	９点未満


※但し、災害が発生すればランク４とする。
　　　　　　　　　　　　　　　図参2-1　災害発生の危険度区分
2 【災害発生時の影響】の評価の考え方
「災害時要援護者施設が２４時間施設」であるか、「施設が老人福祉施設等の避難時に介護（介助）が必要な施設」であるか、「施設が土砂災害防止法に基づく調査により、特別警戒区域内、警戒区域内」にあるのか、「収容人員数により評価」。さらに、「保全人家戸数」、「避難所、避難路の有無」、「主要道路や鉄道等、重要公共施設の有無」を、表参2-2により評価し、保全対象を５ランクに分類する。
表参2-2　【災害発生時の影響】評点一覧表
	項　　目
	評価基準
	評点

	災害時要援護者施設
（24時間入居・入院）
	24時間施設である
	３

	災害時要援護者施設
（施設別）
	老人福祉施設、知的障害者施設、身体障害者施設、医療提供施設
	２

	
	幼稚園、その他
	１

	災害時要援護者施設
	特別警戒区域内
	１５

	
	警戒区域
	５

	災害時要援護者施設
（収容人数）
	50人以上
	５

	
	10～50人未満
	３

	
	10人未満
	１

	保全人家戸数
（警戒区域内戸数）
【特別警戒区域内に保全人家がある場合はワンランクアップ】
	100戸以上
	10【10】

	
	70戸～99戸
	8【10】

	
	40戸～69戸
	 6【 8】

	
	10戸～39戸
	4【 6】

	
	10戸未満
	2【 4】

	避難所（警戒区域内）
	有り
	５

	避難路（警戒区域内）
	有り
	５

	重要公共施設等
（主要道路、鉄道、官公署、学校等）
	２施設以上
	５

	
	１施設
	３



	
５
	２５点以上

	４
	２０～２４点

	３
	１５～１９点

	２
	１０～１４点

	１
	９点未満


　　　　　　　　　　　　　　　図参2-2　災害発生時の影響区分
3 重点化の総合評価について
「災害発生の危険度」、「災害発生時の影響」のそれぞれの評価結果を基に、表参２-3のとおり、Ａ～Ｅランクに分類する。
事業の優先度は、Ａランクは、当面の重点箇所、Ｂランクは、次期対策候補箇所、Ｃ～Ｅランクは、当面ハード対策見送り箇所とする。
ただし、表参2-4のように、地区単位ハザードマップ作成や避難訓練の実施等、地元の取組みを一定評価し、評価を１ランクアップとする。
表参2-3　施設整備箇所の評価
表参2-4　地域での防災の取組
	項　　目
	内　　容

	自助意識
	地域で継続的に避難訓練を実施

	
	自主防災パトロールを実施

	土砂災害防止法
	区域指定済み

	警戒避難体制
	地区単位のﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ作成済み
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〇災害発生の危険度


　　　　　　　　　　　　土砂災害防止法に基づく基礎調査データで評価


〇災害発生時の影響
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